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シラバス：教職実践演習

シラバス：教職実践演習

（中・高） 
単位数：２単位 

教科担当教員：畔津 忠博、吉永 敦征、

阿部 真育 

教職担当教員：甲原 定房、吉岡 一志 

科  目 教育実践に関する科目 

履修時期 ４年次後期 履修履歴の把握(※１) ○ 学校現場の意見聴取(※２） ○ 

受講者数15人、情報（15名）のグループにて実施する。 

教員の連携・協力体制 

教職に関する科目の専任教員及び教科に関する科目の専任教員が中心となって開講する。ま

た、現職の管理職および現職・退職教員を招聘した模擬授業、高大連携提携校におけるフィー

ルドワークを行う。

授業のテーマ及び到達目標 

４年間を通しての学部、教職課程の学修を、履修カルテを元に振り返り、教職の様々な側面

に関する理解を深める。同時に自らの学習活動そのものを振り返り、これからの人生に教職課

程での学修をどのように活かすかの展望を持つ。 

授業の概要 

 学部における教職課程での学修について振り返り、まとめを行う。複雑化し単純な正解を見

つけることが困難な社会において、教職の意義、児童・生徒への理解について４〜５名の小集

団によるディスカッションなどを通して理解を深める。また、自らの社会人としての自覚、人

間関係能力についても授業を通して検討することで、大学卒業後のキャリア展望を行う契機と

する。 

授業計画 

第１回：オリエンテーション（担当：甲原、吉岡、畔津、吉永、阿部） 

授業の目的と方法について知る  

第２回：教職課程をふり返る（担当：甲原、吉岡） 

履修カルテを元に個人思考及びディスカッションを通して4年間の教職課程でどのようなことを

学んだのかふり返る。また教員として社会人として求められる資質、能力とは何か検討する。 

第３回：教職課程と自分の人生（担当：甲原、吉岡）  

履修カルテを元に個人思考及びディスカッションを通して、教育的愛情、責任感、使命感につ

いて検討し、自らの適性と社会人としての自覚について考える。  

第４回：教職課程と自分の人生（担当：甲原、吉岡） 

前回に引き続き、個人思考とディスカッションをとおして教職課程と自分の人生の関わりにつ

いて検討する。 

第５回：教育実習をふり返る（担当：甲原、吉岡） 

４年生前期に行った教育実習が自分の４年間の学士課程での学びにどのようなインパクトを与

えたのか、今後の社会人としての活動（職業観、対人関係能力等）にどのような意義があるの

かについて個人思考する。引き続き小集団（4〜5名）を構成し、それぞれの経験を比較、参照

することで自分にとって教育実習および教職課程がどのような意味を持つものであったのかの

位置づけを行う。 

特に実習の前後で自分の何が変化したのかについて考察する。 
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第６回：教職の意義について（担当：甲原、吉岡） 

学校で学ぶ、教えるという行為が生徒にとってどのような意味があるのか、個人思考した上で

、前回、構成した小集団においてディスカッションする。引き続き、教室内で各集団の意見を

交換、共有する作業を通して、学校と社会の関わりについて考察する。 

第７回：教科指導について１（担当：甲原、吉岡、畔津、吉永、阿部） 

教育実習を振り返り、模擬授業を行う。この際、ICTの活用を含む。 

第８回：教科指導について２（担当：甲原、吉岡、畔津、吉永、阿部） 

前回に引き続き、模擬授業を行う。この際、ICTの活用を含む。 

第９回：教科指導について３（担当：甲原、吉岡、畔津、吉永、阿部） 

前回に引き続き、模擬授業を行う。この際、ICTの活用を含む。 

第１０回：教科指導について４（担当：甲原、吉岡、畔津、吉永、阿部） 

前回に引き続き、模擬授業を行う。この際、ICTの活用を含む。 

第１１回：生徒指導について１（担当：甲原、吉岡） 

ロールプレイなどを活かし、生徒指導について探求する。 加えて、なぜ「チーム学校」なのか

を、学校内の連携のみならず、専門家、地域人材との連携の視点から検討する。 

第１２回：生徒指導について２（担当：甲原、吉岡）   

前回に引き続き、生徒指導について探求する。 

第１３回：学級の経営について（担当：甲原、吉岡）   

ロールプレイなどを活かし、学級経営について探求する。学び合い、高め合うクラス、学校、

地域づくりを目指す取り組みについて提案する。 

第１４回：教育と社会（担当：甲原、吉岡） 

これからの人生と教育について検討する。教育の社会的な意義を自己関連づけにより再考する

。特に自らの大学での学びをふり返る中で、学士課程修了後の社会人としての自覚、資質につ

いて再考する。  

第１５回：まとめ（担当：甲原、吉岡、畔津、吉永、阿部） 

自らの学校教育についてふり返るなかで、これからの人生と教育、学ぶことの意義について考

える。また、今後の人生について展望する。  

テキスト 

特になし。 

参考書・参考資料等 

『中学校学習指導要領』 『高等学校学習指導要領』 

学生に対する評価 

グループ活動への貢献（50%）、レポート等の評価（50%）を踏まえ、教員としての最小限必要な資質、能力が身に

ついているか確認し、単位認定を行う。評価の規準については上記のとおりであるが、4年生後期の授業であるため、

自分自身のこれまでの学校教育課程における学び、成長をふり返りつつ、今後の展望を行うことが必要である。 

※１ 履修カルテを作成し、これを踏まえた指導を行う体制が備えられていることを確認

し、「○」と記載すること。 

※２ 授業計画の立案にあたって教育委員会や学校現場の意見を聞いた場合には「○」と記

載すること。そうでない場合は空欄とせず、「×」とすること。 
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